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北
海
道
大
学
の
創
基
１
５
０
周
年
を
記
念
し

て
、
同
窓
会
有
志
に
よ
る
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
が
９
月
27
日
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園
ポ

プ
ラ
館
で
行
わ
れ
た
。
越
智
文
雄
あ
か
り
み
ら

い
社
長
が
代
表
を
務
め
る
北
大
１
５
０
年
を
言

祝
ぐ
ジ
ン
パ
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
。

 

「
北
大
と
い
え
ば
ジ
ン
パ
、
ジ
ン
パ
と
い
え
ば

北
大
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
伝
統
的
な
親
睦
交
流

会
と
し
て
根
づ
い
て
い
る
。「
全
学
部
横
断
で
、

Ｏ
Ｂ
も
現
役
学
生
も
一
緒
に
皆
で
楽
し
も
う
」

と
い
う
趣
旨
だ
。

　

前
日
に
行
わ
れ
た
記
念
式
典
と
記
念
祝
賀
会

に
続
い
て
参
加
し
た
卒
業
生
も
多
か
っ
た
。
国

民
民
主
党
の
参
議
院
議
員
・
舟
山
康
江
氏
も
そ

の
一
人
だ
。
埼
玉
県
立
浦
和
第
一
女
子
高
校
か

ら
北
大
農
学
部
に
入
り
、
農
林
水
産
省
に
入

省
。
母
の
実
家
は
旭
川
市
で
農
業
を
営
ん
で
い

た
。
結
婚
を
機
に
夫
の
実
家
の
山
形
県
に
移
り

住
み
、
そ
こ
か
ら
国
政
に
出
て
、
現
在
３
期
目
。

「
１
５
０
周
年
記
念
事
業
の
合
言
葉
は
“
光
は
、

北
か
ら
”
で
、
ま
さ
に
北
の
大
地
か
ら
日
本
を

照
ら
す
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
北

海
道
大
学
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
単
な
る
詰
め

込
み
の
教
育
で
は
な
く
、
自
由
な
発
想
で
、
い

ろ
い
ろ
な
実
学
を
経
験
で
き
る
の
が
北
大
の
良

さ
」
と
語
っ
た
。

　

経
済
学
部
卒
の
札
幌
市
議
会
議
員
、
波
田
大

専
氏
は
、
卒
業
後
は
ホ
ク
レ
ン
に
入
り
、
ス
マ

ー
ト
農
業
を
推
進
す
る
仕
事
を
担
っ
て
い
た
。

「
Ｇ
Ｘ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
も
含
め
て
北
海
道

大
学
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
副
首
都
構
想

も
含
め
20
年
、
30
年
後
を
見
据
え
る
と
北
海
道

の
時
代
、北
海
道
大
学
の
時
代
が
や
っ
て
来
る
」

と
強
調
し
た
。

　

１
０
０
人
近
い
学
生
た
ち
も
演
奏
や
様
々
な

出
し
物
で
会
場
を
盛
り
上
げ
、
イ
ベ
ン
ト
に
華

を
添
え
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
剣
道
部
の
威
勢
の

よ
い
掛
け
声
で
全
員
で
肩
を
組
み「
都
ぞ
弥
生
」

を
合
唱
。
会
場
全
体
が
一
つ
に
な
っ
て
締
め
く

く
ら
れ
、
よ
し
来
年
も
１
５
１
周
年
で
集
ま
ろ

う
と
気
勢
が
上
が
っ
て
い
た
。

▲右上から時計回りにマンドリニスティコ「アウロラ」、剣道部、ジャズ研究会、北海道大学混声合唱団、人力飛行機の活動・演奏発表

▲波田大専札幌市議会議員 ▲舟山康江参議院議員

▶
卒
業
生
か
ら
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た

北大「１５０周年」記念
ジンギスカンパーティー
同窓会
有　志

実
行
委
員
会
代
表
の
越
智
文
雄
氏


